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私
学
助
成
の
充
実
に
つ
い
て

　

私
学
助
成
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
が
我
が

国
の
学
校
教
育
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る
役
割

の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
従
来
か
ら
、
私
立
学

校
振
興
助
成
法
に
基
づ
き
、
教
育
研
究
条
件
の

維
持
向
上
、
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
等

に
資
す
る
た
め
、
経
常
費
補
助
を
中
心
に
そ
の

充
実
に
努
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
十
九
年

六
月
十
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政

改
革
の
基
本
方
針
二
〇
〇
七
」
に
お
い
て
、
大

学
・
大
学
院
改
革
と
し
て
、
基
盤
的
経
費
の
確

実
な
措
置
、
基
盤
的
経
費
と
競
争
的
資
金
の
適

切
な
組
合
せ
、
評
価
に
基
づ
く
よ
り
効
率
的
な

資
金
配
分
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
歳
出
改
革
の
努
力
を
決

し
て
緩
め
る
こ
と
な
く
、
国
、
地
方
を
通
じ
、

引
き
続
き
「
基
本
方
針
二
〇
〇
六
」
に
則
り
最

大
限
の
削
減
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、「
平
成
二
十
年
度
予
算
の

概
算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
に
つ

い
て
」（
平
成
十
九
年
八
月
十
日
閣
議
了
解
）

に
お
い
て
、
概
算
要
求
に
関
す
る
基
準
が
示
さ

れ
、
文
部
科
学
省
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
と
同

様
、
義
務
的
経
費
、
科
学
技
術
振
興
費
に
つ
い

て
は
前
年
度
予
算
額
と
同
額
、
国
立
大
学
法
人

運
営
費
、
私
立
学
校
助
成
費
（
日
本
私
立
学
校

振
興
・
共
済
事
業
団
補
助
を
除
く
）
は
、
前
年

度
当
初
予
算
額
か
ら
一
％
減
、
そ
れ
以
外
は
前

年
度
予
算
額
か
ら
三
％
減
を
要
望
基
礎
額
と
し

た
う
え
で
、
二
○
％
増
を
上
限
と
す
る
要
望
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
重
点
施
策
推
進
要
望
」
と
し
て
成

長
力
の
強
化
、
地
域
活
性
化
、
環
境
立
国
戦
略
、

教
育
再
生
、
生
活
の
安
全
・
安
心
等
、「
基
本

方
針
二
〇
〇
七
」
に
示
さ
れ
た
重
点
施
策
の
う

ち
、
新
規
性
や
政
策
効
果
が
特
に
高
い
事
業
に

つ
い
て
、
要
望
額
を
四
・
五
％
加
算
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
二
十
年
度
の
私
学
助
成

関
係
予
算
を
以
下
の
と
お
り
要
求
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

一
　
私
立
大
学
等
の
経
常
費
に
対
す
る
補
助

要
求
額�
三
、
三
五
〇
億
五
、
〇
〇
〇
万
円

　

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
は
、
私
立
の
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
の
教
育
研
究
条
件

の
維
持
・
向
上
、
学
生
の
修
学
上
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
及
び
学
校
法
人
の
経
営
の
健
全
性
を

高
め
る
た
め
、
そ
の
教
育
及
び
研
究
に
係
る
経

常
的
経
費
に
つ
い
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
七
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
基
本
方
針
二

〇
〇
六
」
で
は
十
九
年
度
予
算
か
ら
五
年
間
、

私
学
助
成
を
対
前
年
度
比
一
％
削
減
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

改
正
教
育
基
本
法
が
成
立
し
、
国
は
私
学
振
興

に
努
め
る
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
や
、

内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た
教
育
再
生
会
議
に
よ

る
報
告
、
関
係
省
庁
連
絡
会
議
に
お
け
る
「
新

医
師
確
保
総
合
対
策
」、「
基
本
方
針
二
〇
〇
七
」

な
ど
の
新
た
な
状
況
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

二
十
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
一
般
補
助
、

特
別
補
助
と
も
に
増
額
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
般
補
助
に
つ
い
て
は
、
大
学
設
置
基
準
等

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
教
育
の
質
の
保
証
を
図

る
た
め
全
大
学
に
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
が
義
務
化
さ
れ
、
さ
ら

に
「
新
医
師
確
保
総
合
対
策
」
に
お
け
る
暫
定

的
な
医
学
部
の
定
員
増
な
ど
に
対
応
す
る
た
め

増
額
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
補
助
に
つ
い
て
は
、「
基
本
方

針
二
〇
〇
七
」
や
、
教
育
再
生
会
議
の
提
言
に

対
応
す
べ
く
、「
九
月
入
学
の
推
進
」
の
た
め

の
支
援
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
経
営
改
善
に

取
り
組
む
大
学
等
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
「
定

員
割
れ
改
善
促
進
特
別
支
援
経
費
」、
二
十
年

度
以
降
も
私
立
大
学
に
お
け
る
専
門
職
大
学
院

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
専
門
職
大

学
院
等
支
援
経
費
」
を
増
額
要
求
し
て
い
ま
す
。

二
　�

私
立
高
等
学
校
等
の
経
常
費
助
成
費
等

に
対
す
る
補
助

要
求
額�

一
、
〇
六
八
億
五
、
〇
〇
〇
万
円

　

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
は
、

私
立
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
中
学
校
、

小
学
校
、
幼
稚
園
及
び
特
別
支
援
学
校
に
お
け

る
教
育
条
件
の
維
持
向
上
、
修
学
上
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
等
に
資
す
る
た
め
、
都
道
府
県
が

行
う
私
立
高
等
学
校
等
の
経
常
費
助
成
に
対
し

国
が
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

二
十
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
一
般
補

助
で
学
校
評
価
に
係
る
費
用
等
に
よ
る
単
価
増

を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、

　

①�

少
人
数
教
育
等
き
め
細
か
な
学
習
指
導
の

推
進

　

②
教
員
の
能
力
開
発
及
び
資
質
の
向
上
支
援

　

③�

私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
一
種
免
許
状
保
有

の
促
進

　

④
財
務
状
況
の
改
善
の
支
援

と
い
っ
た
事
業
に
対
す
る
補
助
の
充
実
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
補
助
で
は
、
少
子
化
対
策
と
し

て
引
き
続
き
子
育
て
支
援
活
動
の
推
進
に
係
る

経
費
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
特
別

支
援
教
育
経
費
に
つ
い
て
、
障
害
の
あ
る
幼
児

が
一
人
以
上
就
園
し
て
い
る
幼
稚
園
に
補
助
対

象
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三
　�

私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事
業
費
に

対
す
る
補
助
（
利
子
助
成
）

要
求
額�

十
一
億
七
、
七
一
二
万
円

　

私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事
業
費
補
助

（
利
子
助
成
）
は
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
の
融
資
を
受
け
て
私
立
の
大
学
院
、

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
並
び
に
小

学
校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
が

　

①�

九
年
度
以
降
に
実
施
す
る
老
朽
校
舎
（
築

三
十
年
以
上
）
及
び
危
険
建
物
と
認
定
さ

れ
た
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
五
十
六
年
以
前

の
建
物
）
の
学
校
施
設
の
改
築
事
業

　

②�

八
年
度
以
前
に
実
施
し
た
学
校
施
設
の
整

備
事
業
の
う
ち
新
た
な
教
育
方
法
の
改
善
、

研
究
の
高
度
化
の
た
め
の
計
画
を
有
し
て

い
る
も
の

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
融
資
に
係
る
利
子
助
成

に
必
要
な
経
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

二
十
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
融
資
を
受
け
た
学
校
法
人
の
金
利
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
利
子
助
成
を
行
う
た

め
の
経
費
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
二
十
年
度　

私
学
助
成
関
係
予
算
の
概
算
要
求
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四
　�

私
立
大
学
等
の
教
育
研
究
装
置
等
の
　

整
備
費
に
対
す
る
補
助

要
求
額�

一
四
九
億
一
、
九
四
八
万
円

　

私
立
大
学
・
大
学
院
等
教
育
研
究
装
置
施
設

整
備
費
補
助
は
、
我
が
国
の
学
術
研
究
及
び
高

等
教
育
の
高
度
化
を
推
進
す
る
た
め
、
私
立
の

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
修

学
校
（
専
門
課
程
）
の
教
育
研
究
装
置
及
び
施

設
の
整
備
費
に
つ
い
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

二
十
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
研
究
施

設
・
設
備
等
を
一
体
的
に
支
援
す
る
「
私
立
大

学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
」
を
、
各
大
学

の
経
営
戦
略
や
研
究
戦
略
上
意
欲
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
選
定
で
き
る
よ
う
補
助
内
容
を
見
直

し
、
名
称
に
つ
い
て
も
「
私
立
大
学
戦
略
的
研

究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
仮
称
）」
へ
変
更
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
私
立
大
学
等
防
災
機
能
等
強
化
緊

急
特
別
推
進
事
業
」
で
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地

震
等
の
大
規
模
地
震
が
多
発
し
て
い
る
中
で
、

学
生
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
学
校
施
設

の
耐
震
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
学
校

施
設
耐
震
改
修
事
業
」
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事
を
支
援
す
る
「
環
境
衛

生
対
策
推
進
事
業
」、
身
体
障
害
者
や
高
齢
者

の
施
設
の
利
用
に
配
慮
し
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

五
　�

私
立
大
学
等
の
研
究
設
備
整
備
費
等
に

対
す
る
補
助

要
求
額�

七
五
億
四
、
三
一
三
万
円

　　

私
立
大
学
等
研
究
設
備
整
備
費
等
補
助
は
、

私
立
大
学
に
お
け
る
学
術
的
研
究
の
推
進
に
必

要
な
研
究
設
備
の
整
備
費
や
、
私
立
の
大
学
、

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校（
専

門
課
程
）
に
お
け
る
学
術
研
究
又
は
教
育
に
必

要
な
情
報
処
理
関
係
設
備
の
整
備
費
に
つ
い
て

補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

二
十
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
研
究
活

動
を
行
う
環
境
を
整
備
す
る
た
め
基
盤
的
な
研

究
設
備
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整

備
推
進
事
業
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
の
購
入
に
必
要
な
経

費
の
補
助
に
つ
い
て
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

六
　�
私
立
高
等
学
校
等
施
設
高
機
能
化
　
　

整
備
費
に
対
す
る
補
助

要
求
額�

三
四
億
二
、
五
〇
〇
万
円

　

私
立
高
等
学
校
等
施
設
高
機
能
化
整
備
費
補

助
は
、
私
立
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、

中
学
校
、
小
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
に
お
け

る
教
育
の
多
様
化
、
弾
力
化
、
個
性
化
な
ど
、

時
代
の
要
請
に
対
応
し
た
安
全
か
つ
新
し
い
学

習
空
間
の
整
備
を
積
極
的
に
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
教
育
課
程
の
改
訂
や
Ｉ
Ｔ
教
育
の
推
進
を

始
め
と
す
る
諸
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
施

設
の
高
機
能
化
を
目
的
と
し
た
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

二
十
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
学
生
等

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
学
校
施
設
の
耐
震

化
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
受
け
て
「
防
災
機
能
強
化
施
設
整

備
費
補
助
」
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
①
情
報
教
室
の
整
備
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
改
造
工
事
へ
の
補

助
、
②
施
設
の
防
災
機
能
及
び
安
全
機
能
強
化

（
防
犯
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
）
の
た
め
の

施
設
整
備
に
対
す
る
補
助
、
③
地
球
環
境
へ
配

慮
し
た
施
設
づ
く
り
と
環
境
教
育
の
た
め
の
施

設
整
備
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
要
求
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

七
　�

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の

貸
付
事
業

要
求
額�

六
〇
〇
億
円
（
貸
付
計
画
額
）

　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
二
十

年
度
の
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
の

老
朽
校
舎
等
の
建
替
え
整
備
事
業
を
含
む
学
校

法
人
の
資
金
需
要
を
勘
案
し
、
財
政
融
資
資
金

一
六
六
億
円
、財
投
機
関
債
（
私
学
振
興
債
券
）

八
〇
億
円
な
ど
を
財
源
に
貸
付
計
画
額
を
六
〇

〇
億
円
と
し
て
い
ま
す
。

八
　�

私
立
学
校
の
教
員
研
修
費
等
に
対
す
る

補
助

１　

日
本
私
学
教
育
研
究
所
の

　
　
　
　
　

研
修
費
等
に
対
す
る
補
助

要
求
額�

四
、
七
六
六
万
円

　

私
立
高
等
学
校
等
に
お
け
る
教
育
指
導
の
充

実
を
図
る
た
め
、
私
立
学
校
教
育
に
関
す
る
研

究
及
び
教
職
員
に
対
す
る
研
修
等
を
行
う
財
団

法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所
に
対
し
、
引
き
続

き
そ
の
研
究
事
業
、
初
任
者
研
修
事
業
及
び
十

平成20年度　私学助成関係予算概算要求額一覧

� （単位：千円）

事　　項 19 年 度
予 算 額

20 年 度
概算要求額

比 較 増
△ 減 額

増減比
(％ )

私 立 大 学 等
経 常 費 補 助 328,050,000 335,050,000 7,000,000 2.1

私 立 高 等 学 校 等
経常費助成費補助 103,850,000 106,850,000 3,000,000 2.9

私立学校施設高度化
推 進 事 業 費 補 助 1,177,118 1,177,118 0 0.0

私立大学・大学院等
教 育 研 究 装 置
施 設 整 備 費 補 助

10,634,000 14,919,478 4,285,478 40.3

私立大学等研究設備
整 備 費 等 補 助 7,331,811 7,543,133 211,322 2.9

私立高等学校等施設
高機能化整備費補助 2,078,000 3,425,000 1,347,000 64.8

私 立 学 校 教 員
研 修 費 等 補 助 60,951 60,951 0 0.0

私 立 幼 稚 園
施 設 整 備 費 補 助 1,119,416 2,378,000 1,258,584 112.4

私立高等学校産業教
育施設整備費補助 337,276 177,000 △160,276 △47.5

私 立 学 校 体 育 等
諸施設整備費補助 105,410 105,410 0 0.0

日本私立学校振興・
共 済 事 業 団 補 助 60,884,259 64,817,295 3,933,036 6.5

合　　計
(ほかに財政融資資金)

515,628,241
(�16,600,000)

536,503,385
(�16,600,000)

20,875,144
(� 0)

4.0
(0.0)
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専
修
学
校
は
、
社
会
の
多
様
な
要
請
に
即
応

し
た
実
践
的
・
専
門
的
な
職
業
教
育
を
行
う
教

育
機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

教
育
基
本
法
に
お
い
て
も
、
専
修
学
校
を
含
め

た
職
業
教
育
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ

の
役
割
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
五
月
現
在
、
学
校
数
は
三
、
四

三
五
校
、
生
徒
数
は
約
七
○
万
人
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
高
等
学
校
卒
業
等
を
入
学
資
格
と
す

る
専
門
課
程
（
専
門
学
校
）
の
生
徒
数
は
約
六

三
万
人
、
専
門
学
校
へ
の
新
規
高
卒
者
の
進
学

率
は
一
六
・
八
％
と
大
学
に
次
ぐ
進
学
先
で
あ

り
、
専
門
学
校
は
わ
が
国
の
高
等
教
育
機
関
と

し
て
も
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
専
修
学
校

の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
専
修
学
校

制
度
の
特
色
を
生
か
し
た
各
種
施
策
の
充
実
等

を
図
る
な
ど
専
修
学
校
教
育
の
振
興
に
努
め
て

い
ま
す
。

��

二
十
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て
は
、
対
前
年

度
三
億
七
、
○
六
三
万
円
（
伸
び
率
一
一
・
○

％
）
増
の
三
七
億
三
、
三
六
一
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
専
修
学
校
生
徒
の
教

育
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、「
日
本

学
生
支
援
機
構
奨
学
金
事
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
貸
与
人
員
の
拡
充
に
必
要
な
経
費
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
概
算
要
求
の
主
な
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

専
修
学
校
教
育
重
点
支
援
プ
ラ
ン
【
拡
充
】

　

専
修
学
校
で
は
、
そ
の
制
度
の
柔
軟
性
を
活

か
し
た
実
践
的
・
専
門
的
な
職
業
人
の
育
成
の

た
め
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
企
業
等

社
会
か
ら
は
、
即
戦
力
と
な
る
高
度
な
職
業
能

力
を
有
す
る
人
材
が
一
層
求
め
ら
れ
て
き
て
お

り
、
専
修
学
校
が
そ
の
特
色
を
活
か
し
て
時
代

の
要
請
に
即
応
し
た
教
育
内
容
や
方
法
等
の
高

度
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、近
年
課
題
と
な
っ
て
い
る
教
育
力
・

基
礎
力
の
向
上
や
若
者
の
早
期
離
職
等
に
み
ら

れ
る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
の
た
め
の
産
学

連
携
教
育
の
充
実
な
ど
、
適
切
な
人
材
育
成
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
社
会
的
要
請
の
高
い
課

題
に
対
応
す
る
教
育
内
容
や
方
法
等
に
つ
い
て

重
点
的
な
研
究
開
発
を
行
う
た
め
「
研
究
指
定

校
」
と
し
て
指
定
し
た
専
修
学
校
に
委
託
し
、

そ
の
成
果
を
全
国
に
普
及
す
る
「
専
修
学
校
教

育
重
点
支
援
プ
ラ
ン
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
二
十
年
度
概
算
要
求
に
は
、

　
　

①
教
育
力
向
上
の
推
進

　
　

②
基
礎
力
向
上
の
推
進

　
　

③
産
学
連
携
教
育
の
推
進

　
　

④
専
門
課
程
の
高
度
化
開
発

　
　

⑤
高
等
課
程
の
個
性
化
推
進

　
　

⑥
新
教
育
領
域
の
開
発

　
　

⑦
新
教
育
方
法
の
開
発

の
七
つ
の
課
題
を
設
け
て
各
専
修
学
校
の
特
性

を
活
か
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発
を

行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

年
経
験
者
研
修
事
業
等
に
必
要
な
経
費
の
補
助

に
つ
い
て
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

２　

専
修
学
校
教
員
の

　
　
　
　

研
修
事
業
費
等
に
対
す
る
補
助　
　

要
求
額�

一
、
三
二
九
万
円

　

専
修
学
校
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
財
団
法
人
専
修
学
校
教
育
振
興
会
が
実
施

す
る
専
修
学
校
の
教
員
研
修
事
業
な
ど
に
要
す

る
経
費
の
補
助
に
つ
い
て
要
求
し
た
と
こ
ろ
で

す
。九

　�

私
立
幼
稚
園
の
施
設
整
備
費
に
対
す
る

補
助

要
求
額�

二
三
億
七
、
八
〇
〇
万
円

　

私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
は
、
幼
稚
園

教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
学
校
法
人
立
幼
稚

園
等
（「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
認
定
を
受
け
る

幼
稚
園
施
設
を
含
む
。）
の
施
設
の
新
増
改
築

や
耐
震
補
強
工
事
等
に
必
要
な
経
費
の
一
部
に

つ
い
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

二
十
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、「
認
定

こ
ど
も
園
」
の
認
定
を
受
け
る
施
設
の
施
設
設

備
に
対
す
る
支
援
や
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
耐

震
化
対
策
へ
の
対
応
の
た
め
に
必
要
な
予
算
を

確
保
で
き
る
よ
う
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

十
　�

私
立
高
等
学
校
の
産
業
教
育
施
設
設
備

整
備
費
に
対
す
る
補
助

要
求
額�

一
億
七
、
七
〇
〇
万
円

　

私
立
高
等
学
校
産
業
教
育
施
設
整
備
費
補
助

は
、
私
立
高
等
学
校
の
産
業
教
育
の
振
興
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
実
験
実
習
施
設
の
整
備

に
要
す
る
経
費
の
補
助
に
つ
い
て
要
求
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

十
一��

私
立
学
校
体
育
等
諸
施
設
整
備
費
に
　

対
す
る
補
助

要
求
額�

一
億
五
四
一
万
円

　　

私
立
学
校
体
育
等
諸
施
設
整
備
費
補
助
は
、

私
立
学
校
教
育
の
円
滑
な
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
私
立
の
中
学
校
、

高
等
学
校
の
武
道
場
及
び
小
学
校
等
の
水
泳
プ

ー
ル
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
補
助
に
つ
い

て
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

十
二
　�

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

に
対
す
る
補
助

要
求
額�

六
四
八
億
一
、
七
三
〇
万
円

　
　

　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
補
助
は
、

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
長
期
給

付
事
業
、
共
済
業
務
に
係
る
事
務
及
び
特
定
健

康
診
査
等
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
一
部
の
補

助
に
つ
い
て
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局　

�

私
学
部
私
学
助
成
課
）
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専
修
学
校
・
高
等
学
校
連
携
等

�

職
業
教
育
推
進
プ
ラ
ン
【
拡
充
】

　

若
者
の
職
業
的
自
立
を
促
進
し
、
将
来
フ
リ

ー
タ
ー
・
ニ
ー
ト
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止

し
て
い
く
た
め
に
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
望

ま
し
い
職
業
観
・
勤
労
観
及
び
職
業
に
関
す
る

知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針

二
○
○
七
」
や
「
教
育
再
生
会
議
第
二
次
報
告
」、

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
推
進
プ
ラ
ン
」
等
に
お
い

て
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
一
層
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
多
く
の
生
徒
が
進
学
し
、
将
来
の
進

路
選
択
に
直
接
結
び
つ
く
こ
と
と
な
る
高
等
学

校
段
階
に
お
い
て
、
実
践
的
な
職
業
教
育
を
行

う
専
修
学
校
が
、
地
域
社
会
等
と
連
携
し
た
特

色
あ
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
職
業
体
験
の
推
進

を
図
る
こ
と
が
有
効
な
支
援
策
の
一
つ
で
す
。

　

二
十
年
度
概
算
要
求
で
は
、
多
様
な
体
験
の

機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
専
修
学
校
等
に
お

い
て
高
等
学
校
と
連
携
し
、
様
々
な
職
業
に
就

く
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
・
資
格
等
の
事

例
紹
介
や
、
実
践
的
な
職
業
体
験
講
座
等
を
行

う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
取
り
組
み
を
行

う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
引
き
続
き
計
上
し
て

い
ま
す
。

専
修
学
校
を
活
用
し
た

�

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
推
進
事
業

（「
大
学
・
専
修
学
校
等
に
お
け
る

�

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
推
進
プ
ラ
ン
」
の
一
部
）

　

「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
総
合
プ
ラ
ン
」
で
は
、

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
可
能
と
す
る
柔
軟
で
多
様
な

社
会
の
実
現
の
た
め
、
大
学
や
専
修
学
校
等
に

お
い
て
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目
指
す
社
会

人
等
の
学
び
直
し
の
機
会
の
充
実
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
、「
基
本
方
針
二
○
○
七
」
な
ど

に
お
い
て
も
、
成
長
力
底
上
げ
戦
略
の
一
つ
と

し
て
大
学
・
専
門
学
校
等
を
活
用
し
た
「
実
践

型
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
図
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

専
修
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
を
卒
業
・
就

職
後
早
期
に
離
職
し
た
若
者
、
い
わ
ゆ
る
「
二

〇
〇
七
年
問
題
」
な
ど
に
か
か
る
定
年
退
職
を

迎
え
た
中
高
年
、
子
育
て
等
に
よ
り
い
っ
た
ん

就
業
を
中
断
し
た
女
性
な
ど
の
再
就
職
支
援
や

近
年
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
ニ
ー
ト
の
職
業

的
自
立
の
支
援
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
等

に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
を
行
う
事
業
を
推

進
し
ま
す
。
二
十
年
度
概
算
要
求
で
は
、

　

①
若
者
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

・
高
度
専
門
職
育
成
教
育
コ
ー
ス

　
　

・
専
門
・
技
術
職
育
成
教
育
コ
ー
ス

　

②�

社
会
人
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム

　
　

・�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
専
門
技
術
習
得
コ
ー

ス

　
　

・
管
理
能
力
向
上
コ
ー
ス

　
　

・
起
業
家
コ
ー
ス

　

③
女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　
　

・
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
た
め
の
講
座

　

④�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
と
連
携
し
た
ニ
ー
ト
に
対

す
る
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
、
専
修
学
校
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
に

必
要
な
経
費
を
引
き
続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。

専
修
学
校
の
教
育
内
容
等
を

�

充
実
す
る
た
め
の
支
援
策

　

以
上
の
ほ
か
、
科
学
技
術
の
高
度
化
や
情
報

化
な
ど
に
対
応
し
た
専
門
性
の
高
い
知
識
、
技

術
の
習
得
に
応
え
る
よ
う
、
教
育
内
容
の
充
実

を
目
指
す
私
立
専
修
学
校
に
対
し
、
教
育
装
置

や
情
報
処
理
関
係
設
備
の
整
備
費
に
つ
い
て
補

助
す
る
私
立
大
学
等
研
究
設
備
整
備
費
等
補
助

及
び
私
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助
に
つ
い
て
必

要
な
経
費
等
を
引
き
続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局

�

専
修
学
校
教
育
振
興
室
）

平成２０年度　専修学校関係予算の概算要求について
� �（単位：千円）

事　　　　　　　項 19年度
予算額

20年度
概算要求額

1　専修学校教育重点支援プラン（拡充）
　�　社会的要請の高い課題に対応する教育内容や方法等についての重点的な研究
開発を「研究指定校」として指定した専修学校に委託し、その成果を全国に普
及する。

445,414 519,700

２　専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン（拡充）
　�　高校生の自主的な進路選択など、若年者の職業意識の涵養を図るため、高等
学校と連携した意識啓発のための職業教育を実施する。

91,366 151,964

3　専修学校を活用した再チャレンジ支援推進事業
　�　【大学・専修学校等における再チャレンジ支援推進プラン】
　�　新たなチャレンジを目指す若者、中高年、女性、ニート等を支援するため、専
修学校の持つ職業教育機能を活用して、それぞれの特性等に応じた職業能力向
上のための学習機会の提供を行う。

767,982 767,982

4　専修学校教育等の運営改善に関する調査指導 20,832 20,832
5　私立学校施設整備費補助金
　　・専修学校大型教育装置整備費補助
　�　　専修学校(専門課程)の教育装置・学内ＬＡＮ装置の整備費について補助。

297,000 297,000

6　私立大学等研究設備整備費等補助金
　　・専修学校情報処理関係設備整備費補助
　�　　専修学校(専門課程)の情報処理関係設備の整備費について補助。

940,500 940,500

7　専修学校教員研修事業等補助
　�　財団法人専修学校教育振興会が行う教員研修に対する補助。 13,291 13,291

8　国費外国人留学生制度
　�　専修学校(専門課程)における国費留学生の計画的受入れを整備。 786,593 1,022,336

計 3,362,978 3,733,605
○　日本学生支援機構奨学金事業
　�　教育負担の軽減を図り、学生が自立して学べるようにするための育英奨学事業
の充実。

108,668,574 123,126,387
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１
．
は
じ
め
に

　

地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
る
の
に
、
地
方
が
振

る
わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
何
が
地
域
格
差
を
生

み
出
し
て
い
る
の
か
。
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、

大
き
な
理
由
の
一
つ
は
人
材
流
出
で
あ
る
。
地

域
社
会
で
本
来
、
高
付
加
価
値
の
産
業
創
造
活

動
に
参
画
す
る
は
ず
の
人
材
が
、
東
京
や
大
都

市
圏
に
流
出
し
て
し
ま
う
。
静
岡
県
の
場
合
、

大
学
進
学
者
の
五
〇
％
は
東
京
の
大
学
に
、
二

五
％
が
県
内
の
大
学
に
進
学
す
る
。
巨
額
の
県

費
を
使
っ
て
高
校
生
を
教
育
し
、
優
秀
な
人
材

を
一
生
懸
命
東
京
に
送
り
込
む
。
父
兄
は
県
内

で
一
生
懸
命
働
い
て
仕
送
り
を
す
る
。
東
京
の

大
学
を
卒
業
し
て
も
静
岡
に
戻
っ
て
く
る
人
は

ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
た
ち
が
一
生
懸

命
東
京
を
豊
か
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
が
現
実
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
。

地
方
で
は
国
公
立
大
学
や
東
京
の
大
学
志
向
が

強
い
こ
と
、
そ
し
て
高
卒
生
徒
を
魅
了
す
る
大

学
、
父
兄
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
大
学
が
、
こ
の

静
岡
に
少
な
い
こ
と
が
原
因
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。

　
２
．「
県
民
大
学
宣
言
」

　

静
岡
産
業
大
学
は
、
静
岡
県
、
磐
田
市
、
藤

枝
市
、
産
業
界
、
教
育
界
い
ろ
い
ろ
な
地
域
社

会
の
人
の
支
援
で
誕
生
し
た
。
本
学
は
本
来
こ

の
支
援
に
応
え
る
べ
き
だ
、
地
域
の
発
展
に
貢

献
す
る
べ
き
な
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
地
元
の

評
価
あ
る
い
は
支
援
が
な
い
大
学
は
、
大
学
の

よ
っ
て
立
つ
基
盤
に
ガ
タ
が
く
る
。
こ
ん
な
見

地
か
ら
本
学
の
理
念
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
〝
地

域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
教
育
、
研
究
、
情

報
、
ア
イ
デ
ィ
ア
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
を

通
じ
て
広
く
社
会
貢
献
を
行
う
。
社
会
一
般
と

積
極
的
に
係
わ
り
、
地
域
と
住
民
、
産
業
と
と

も
に
発
展
、
成
長
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
〟
と
、

本
学
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
。
二
〇
〇
五
年
、

本
学
は
創
業
家
が
大
学
の
運
営
か
ら
手
を
引
き
、

大
学
の
公
器
性
を
前
面
に
出
し
た
第
二
次
創
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、「
静

岡
県
民
大
学
宣
言
」
を
行
っ
た
。
こ
の
宣
言
は

五
項
目
に
亘
り
、
静
岡
県
と
地
域
社
会
の
た
め

に
本
学
が
留
意
す
る
点
を
具
体
的
に
明
示
し
、

〝
地
域
の
た
め
に
、
地
域
と
共
に
発
展
す
る
〟

〝
人
材
と
知
の
地
産
地
消
〟
を
合
言
葉
に
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
学
は
経
営
学
部
（
磐
田
市
）
と
情
報
学
部

（
藤
枝
市
）
の
二
学
部
か
ら
な
る
。
両
学
部
を

通
じ
て
志
願
者
数
は
近
年
先
細
り
と
な
り
、
再

構
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
両
学

部
と
も
前
述
の
、
地
域
と
共
に
発
展
す
る
こ
と

を
念
頭
に
様
々
な
試
み
を
始
め
た
。
地
域
社
会

と
共
に
発
展
す
る
本
学
の
取
り
組
み
の
具
体
例

を
幾
つ
か
紹
介
し
た
い
。

３
．
地
域
を
志
向
す
る
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

　

磐
田
市
で
は
、
産
官
学
連
携
で
市
の
発
展
を

図
ろ
う
と
、
産
官
学
連
携
懇
話
会
が
市
長
の
提

唱
で
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
懇
話
会
で
将
来
構
想

と
し
て
磐
田
市
を
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
メ
ッ
カ
と

す
る
構
想
が
持
ち
あ
が
り
、
こ
の
構
想
を
産
官

学
で
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
で
は
こ

の
構
想
に
応
じ
、
必
要
な
教
育
研
究
活
動
を
行

い
、
人
材
の
育
成
、
知
識
、
情
報
、
施
設
の
提

供
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
当

時
の
社
長
が
〝
サ
ッ
カ
ー
選
手
は
選
手
生
命
が

終
わ
る
と
再
就
職
に
苦
労
す
る
。
そ
の
解
決
策

に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
〟
と
発
言
し
た
が
、
こ

れ
が
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
経
営
学
部
に
「
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
」
を
日
本
で
初
め
て
開
設
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
経
営
学
を
教
育
す
れ
ば
素
晴

ら
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
生
み
出
せ
る
と
確
信

し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
学
科
は
全
国
的
に
注
目
を
浴
び
、
意
図

せ
ず
全
国
か
ら
受
験
生
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
学
部
の
学
生
の
四
〇
％
は
、
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
、
県
外
学
生
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
現
在
磐
田
市
に
は
約
五

〇
〇
名
の
学
生
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
地

方
都
市
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

が
新
設
さ
れ
、
こ
の
建
設
に
磐
田
市
は
二
、
〇

〇
〇
万
円
の
寄
付
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
地
震
な
ど
の
災
害
避
難
所
と
し
て

も
活
用
し
得
る
よ
う
当
初
か
ら
設
計
上
の
配
慮

を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
子
供
達
に
サ
ッ
カ
ー
、

テ
ニ
ス
、
体
操
な
ど
を
教
え
る
こ
と
で
、
学
生

が
指
導
体
験
を
積
め
る
よ
う
「
Ｓ
Ｓ
Ｕ
ス
ポ
ー

ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
に
開

設
し
た
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
地

域
の
子
供
達
が
毎
週
一
五
〇
人
も
集
ま
る
。
父

兄
も
同
伴
す
る
の
で
総
数
三
〇
〇
人
の
小
さ
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
週
末
に
本
学
に
出
現
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
着
目
し
て
二
〇
〇
八
年

度
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
保
育
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
、

保
育
園
、
幼
稚
園
で
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
で
き
る

人
材
の
育
成
を
地
域
社
会
と
共
に
行
い
、
将
来

こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
得
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
と
の
係
わ
り
合
い
は

広
範
囲
に
及
ぶ
。
図
書
館
や
学
校
施
設
が
地
域

に
開
放
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
磐
田
駅
前

に
あ
る
経
営
学
部
所
有
の
駅
前
学
舎
で
は
様
々

な
街
づ
く
り
活
動
や
、
生
涯
学
習
、
市
民
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。
経
営
学
部
に
は
小
さ
な
大

学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
市
民
が
絵
画
、
写
真

な
ど
の
展
示
会
に
無
料
で
利
用
で
き
る
。
磐
田

市
は
、
市
を
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
メ
ッ
カ
と
す
べ

く
体
制
を
整
え
て
い
る
の
で
、
本
学
で
も
本
格

的
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
育
成
を
始
め
て

い
る
。
本
学
は
、
磐
田
市
出
身
の
学
生
に
は
入

　  

再
生
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　
　
　
第
三
回
　
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る

　
静
岡
産
業
大
学
学
長
　
大
坪
　
檀
　

リレー連載

静岡産業大学の県民大学宣言
（静岡産業大学ホームページより）

県民大学宣言

01

静岡産業大学は、静岡県、磐田市、藤枝市、県内有力企
業と多くの市民の支援の下に誕生し、静岡県、地域社会
の為に貢献し得る有為な人材を育成、輩出することを付
託された公器であることを常に念頭に置き、高水準の先
端的な教育研究活動を展開します。

02
静岡産業大学は、大学の有する人材、教育力、研究力、
知識、情報、アイデア、施設を広く提供し、静岡県、地
域社会の発展に積極的に貢献します。

03 静岡産業大学は、静岡県、地域社会の発展に必要な知識、
情報、アイデア、新産業の創造に積極的に取り組みます。

04 静岡産業大学は、産官学民各層の連携のもとに協力し合
いつつ行動します。

05
静岡産業大学は、県民や、地域社会の住民が誇れる大学、
“東海で小粒だがきらりと光るユニークな存在”になるよ
う常に進化、発展に努力します。
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学
金
を
一
〇
万
円
免
除
す
る
な
ど
の
措
置
を
と

っ
て
い
る
（
藤
枝
市
も
同
じ
）。

　

一
方
磐
田
市
は
、
留
学
生
の
た
め
に
毎
年
度

奨
学
金
を
一
、
〇
〇
〇
万
円
近
く
提
供
し
、
地

域
社
会
の
た
め
に
努
力
す
る
本
学
を
様
々
な
形

で
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
磐
田
市
と
本
学
と

の
間
で
毎
年
定
期
的
に
市
長
、
市
議
会
議
長
、

商
工
会
議
所
会
頭
や
本
学
の
理
事
長
、
学
長
な

ど
で
情
報
交
換
会
が
も
た
れ
て
お
り
、
本
学
と

地
域
と
の
一
体
感
は
非
常
に
高
い
。

４
．
ア
ジ
ア
市
場
と
情
報
学
部

　

藤
枝
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
情
報
学
部
で
も
同

様
な
理
念
の
下
に
学
部
の
再
構
築
が
行
わ
れ
て

い
る
。
静
岡
市
は
、
清
水
市
と
合
併
し
政
令
市

と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

を
創
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
産
官
学
連

携
で
推
進
す
べ
く
、「
静
岡
コ
ン
テ
ン
ツ
バ
レ

ー
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
設
立
さ
れ
た
。

参
加
企
業
は
八
〇
数
社
、
私
が
会
長
と
な
り
、

研
究
、
人
材
教
育
の
面
で
本
学
が
全
面
的
に
協

働
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
構
想
に
呼
応
し

て
、
情
報
学
部
に
は
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
」

を
新
設
し
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
会
員
が
連

携
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
講
座
を
大
学
で
提
供

す
る
な
ど
、
研
究
会
活
動
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

展
覧
会
、
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
本
学
の
情
報
デ

ザ
イ
ン
学
科
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
静

岡
県
は
コ
ン
テ
ン
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
補
助
金
を
、

静
岡
市
は
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
育
成
に
必
要
な
資

金
を
提
供
す
る
体
制
を
作
っ
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ

産
業
の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
韓
国
も
こ
の
活

動
に
注
目
し
、
湖
南
大
学
が
本
学
と
連
携
し
、

人
材
育
成
、
情
報
交
換
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

情
報
学
部
で
は
、
情
報
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、
日

本
人
の
持
つ
美
意
識
、
セ
ン
ス
を
価
値
に
す
る

こ
と
を
追
求
す
る
新
学
問
を
創
造
し
よ
う
と
い

う
動
き
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

富
士
山
静
岡
空
港
が
二
〇
〇
九
年
に
開
港
さ

れ
、
静
岡
の
新
た
な
国
際
化
が
始
ま
る
。
こ
の

国
際
化
の
焦
点
は
、
ア
ジ
ア
で
あ
る
。
静
岡
は

も
の
づ
く
り
県
で
、
ア
ジ
ア
市
場
と
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
の
強
い
企
業
が
多
く
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留

学
生
を
将
来
採
用
し
た
い
意
向
も
強
く
な
っ
て

い
る
。
空
港
開
港
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客

の
増
加
を
も
た
ら
し
、
観
光
関
係
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
促
進
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
局
面
に
対
応

し
て
、「
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
を
二
〇

〇
八
年
度
か
ら
開
講
、
近
い
将
来
「
ア
ジ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
」
も
新
設
し
、
県
の
産

業
界
の
た
め
に
有
用
な
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
様
々
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
。

　

情
報
学
部
の
「
公
共
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
は
、

県
内
の
市
町
村
、
公
共
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
く

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
藤
枝
市
近
辺

は
お
茶
の
産
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ｏ
ｃ

ｈ
ａ
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
お
茶
に

関
す
る
研
究
、
人
材
の
育
成
も
行
っ
て
い
る
。

磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
同
様
、
情
報
学
部
の
各
施

設
は
地
域
社
会
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
藤
枝
市

は
大
学
施
設
の
新
設
に
二
、
〇
〇
〇
万
円
を
寄

付
し
て
く
れ
た
。

５
．
地
域
に
頼
り
に
さ
れ
る
大
学

　

地
域
社
会
が
大
学
と
協
働
し
て
地
域
の
た
め

に
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
理
念
と
意
気
込

み
で
誕
生
し
た
の
が
、
本
学
の
売
り
も
の
の

〝
冠
講
座
〟
で
あ
る
。
こ
の
講
座
は
正
規
の
講

座
で
、
学
生
は
単
位
取
得
が
可
能
、
地
域
の
人

は
無
料
で
受
講
で
き
る
。
こ
の
冠
講
座
は
寄
附

講
座
だ
が
、
金
銭
の
寄
附
は
な
い
。
県
内
の
ト

ッ
プ
企
業
や
、
県
や
市
な
ど
の
行
政
機
関
や
地

元
メ
デ
ィ
ア
が
人
材
、
最
先
端
の
実
務
情
報
、

知
識
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
冠
講
座
は
提
供
者

と
大
学
の
協
働
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
、
開

講
し
て
い
る
特
別
授
業
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年

に
は
両
学
部
で
各
一
〇
、
合
計
二
〇
講
座
が
開

講
さ
れ
、
そ
の
内
容
、
質
は
大
学
院
レ
ベ
ル
と

評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
先
端
的
、
実

務
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
評
価
が
高
い
。

　

県
の
産
業
社
会
に
人
材
を
提
供
す
る
こ
と
を

本
学
の
重
要
な
役
割
と
考
え
、
地
域
企
業
を
対

象
に
就
職
懇
談
会
を
定
期
的
に
主
催
し
、
企
業

と
学
生
が
接
触
で
き
る
場
を
積
極
的
に
提
供
し

て
い
る
。
就
職
支
援
ス
タ
ッ
フ
は
年
間
一
、
〇

〇
〇
社
に
及
ぶ
内
外
の
企
業
を
訪
問
し
、
地
元

産
業
界
の
状
況
、
要
望
を
調
査
し
、
就
職
活
動

の
み
な
ら
ず
、
人
材
育
成
の
参
考
に
も
し
て
い

る
。
教
員
に
は
、
地
域
産
業
と
の
協
働
は
も
と

よ
り
、
講
演
や
街
づ
く
り
活
動
、
審
議
会
や
各

種
委
員
会
、
共
同
研
究
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

す
る
よ
う
求
め
、
地
域
社
会
に
頼
り
に
さ
れ
る

大
学
に
な
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
密
着
型
の
活
動
で
、
本
学

の
認
知
度
、
地
域
に
よ
る
理
解
、
サ
ポ
ー
ト
は

飛
躍
的
に
向
上
し
、就
職
決
定
率
は
九
五
％（
女

子
は
約
一
〇
〇
％
）
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

下
降
気
味
で
あ
っ
た
受
験
者
数
は
増
加
に
転
じ
、

収
容
定
員
を
約
一
〇
％
上
回
る
二
、
二
〇
〇
人

の
学
生
が
両
学
部
で
学
び
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
活

気
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

６
．
お
わ
り
に

　

大
学
が
、
そ
の
地
域
の
企
業
、
行
政
、
市
民

の
支
援
に
応
え
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
大
学
を

含
め
た
地
域
全
体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

い
え
る
。
真
の
「
地
方
の
時
代
」
実
現
の
た
め

に
も
、
大
学
の
公
器
性
を
認
識
し
、
地
域
と
と

も
に
発
展
す
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
、
そ

し
て
、
大
学
側
か
ら
地
域
社
会
へ
向
け
た
情
報

発
信
活
動
や
、
地
域
と
の
交
流
へ
の
参
画
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
月
の　

�　

�

（
編
集
部
よ
り
）

　
「
人
材
と
知
の
地
産
地
消
」

　

地
域
の
企
業
、
行
政
、
市
民
を
巻
き
込
ん
で

教
育
研
究
、
人
材
育
成
を
行
い
、
そ
の
成
果
を

地
域
の
発
展
の
た
め
に
役
立
て
る
と
い
う
循
環

を
作
り
出
す
こ
と
が
、
地
域
か
ら
の
人
材
と
知

の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
で
す

静岡産業大学磐田キャンパス

大
坪　

檀
（
お
お
つ
ぼ�

ま
ゆ
み
）

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
経
営
学
大
学
院
で

Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
。
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
で
経
営
情

報
部
長
、
宣
伝
部
長
、
米
国
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

経
営
責
任
者
を
歴
任
。
そ
の
後
静
岡
県
立
大

学
教
授
、
同
学
部
長
な
ど
を
経
て
、
現
在
静

岡
産
業
大
学
教
授
、同
大
学
学
長
。
著
書
に「
大

学
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
そ
の
実
践�

―
大
学
の

再
生
戦
略
―
」（
学
法
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）

等
が
あ
る
。
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私
学
事
業
団
で
は
、
学
校
法
人
情
報
検
索
シ

ス
テ
ム
、
私
学
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム
、「
今

日
の
私
学
財
政
」　

閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学
校
法
人
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

　

学
校
法
人
及
び
設
置
す
る
私
立
学
校
の
概
要

情
報
（
法
人
名
・
理
事
長
名
・
所
在
地
等
）
を

提
供
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

私
学
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム

　

私
学
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
が
学
校
法
人
か
ら

の
ご
要
望
に
応
じ
出
力
、
提
供
し
て
い
ま
し
た

財
務
帳
票
等
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
学
校
法
人
が
直
接
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。（
対
象
は
、
大
学
・
短
期
大

学
［
高
等
専
門
学
校
を
含
む
］・
高
等
学
校
の

各
法
人
・
各
部
門
で
す
。）

　

そ
の
他
に
、
学
校
法
人
が
任
意
に
設
定
す
る

条
件
で
十
年
間
の
財
務
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

機
能
、
自
法
人
の
教
学
面
や
財
務
面
の
情
報
を

総
合
的
か
つ
簡
潔
に
把
握
す
る
た
め
の
私
学
活

性
化
分
析
資
料
の
出
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

「
活
性
化
分
析
」
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
よ
り
「
定
型
帳
票
」
機
能
（
簡

易
設
定
の
み
）
及
び
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

機
能
に
速
報
版
（
平
成
十
九
年
度
学
校
法
人
基

礎
調
査
分
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

﹁
今
日
の
私
学
財
政
﹂閲
覧
シ
ス
テ
ム

　

本
事
業
団
が
発
刊
し
た「
今
日
の
私
学
財
政
」

（
平
成
十
年
度
版
か
ら
平
成
十
八
年
度
版
）
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

　

学
校
法
人
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
は
本
事
業
団�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

私
学
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム
と
「
今
日
の
私

学
財
政
」
閲
覧
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

の
は
、
大
学
・
短
期
大
学
［
高
等
専
門
学
校
を

含
む
］・
高
等
学
校
法
人
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
事
業
団
か
ら
お
送
り
し
ま
し

た
「
私
学
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム
、﹃
今
日
の

私
学
財
政
﹄
閲
覧
シ
ス
テ
ム
利
用
の
ご
案
内
に

つ
い
て
」（
平
成
十
九
年
八
月
二
十
七
日
付
私

振
情
第
四
四
号
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

セ
キ
ュ
リ
ティ
の
確
保

　

私
学
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム
と
「
今
日
の
私

学
財
政
」
閲
覧
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
本
事
業
団
の
発
行
す
る
認
証

が
必
要
で
あ
り
、
認
証
の
な
い
者
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
は
遮
断
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
問
題
と
な
る
不
正
ア

ク
セ
ス
等
に
は
、
認
証
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
暗

号
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
個
別
学
校
法
人
デ
ー
タ

の
安
全
性
を
確
保
し
、
現
段
階
に
お
け
る
最
大

限
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

認
証
情
報

　

私
学
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム
と
「
今
日
の
私

学
財
政
」
関
覧
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
必
要
な
認

証
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
認
証
情
報
（
電

子
証
明
書
）
の
発
行
に
つ
い
て
」
及
び
「
認
証

情
報
（
電
子
証
明
に
係
る
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行

に
つ
い
て
」（
平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
付
私

振
情
第
三
〇
号
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）　

　

私
学
情
報
部　

情
報
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
四
六
～
四
七

　

Ｅ
メ
ー
ル　

service@
shigaku.go.jp

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

データ
の種類 データ区分 出　力　帳　票　名

年度範囲 帳票内容の単位

単年度５カ年 １０ ～１２カ年 法人 学校 学部
学科

定
型
帳
票

人 数 関 係
学生・生徒・児童・幼児数 ◎ ◎ ◎
学 生 生 徒 等 募 集 一 覧 ◎ ◎ ◎
教 員 ・ 職 員 数 ◎ ◎ ◎

財 務 関 係

資 金 収 支 計 算 書 ◎ ◎ ◎ ◎
人 件 費 支 出 ◎ ◎ ◎ ◎
年齢別平均給与一覧表 ○ ○ ○
消 費 収 支 計 算 書 ◎ ◎ ◎
貸 借 対 照 表 ◎ ◎
財 務 比 率 表 ◎ ◎ ◎
財 務 比 率 一 覧 表 ◎ ◎ ◎

納 付 金
入学年次納付金一覧表 ◎ ◎
納 付 金 一 覧 表 ◎ ◎

デ

ー

タ
分
析

教 育 研 究 条 件

教 育 研 究 条 件 分 析 表 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
教 育 研 究 条 件 分 布 図 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
教育研究条件推移グラフ ◎ ◎ ◎ ◎
教 育 研 究 条 件 一 覧 表 ◎ ◎ ◎ ◎
入学年次納付金分布図 ◎ ◎

財 　 　 　 務

財 務 比 率 分 析 表 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
財 務 比 率 分 布 図 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
財 務 比 率 推 移 グ ラ フ ◎ ◎ ◎ ◎
財 務 比 率 比 較 表 ◎ ◎ ◎
人 件 費 支 出 一 覧 表 ◎ ◎
貸借・消費収支構成グラフ ◎ ◎ ◎
平 均 給 与・ 平 均 年 齢 ○ ○

シミュレーション 財務シミュレーション ─ ─ ─ ◎ ◎

活
性
化
分
析

概 況 表 等
法 人 概 況 表 ◎ ◎ ◎
経 営 判 定 指 標 ◎ ◎

人 数 関 係
学 生 等 数 の 推 移 ◎ ◎ ◎
教 職 員 数 の 推 移 ◎ ◎

財 務 関 係
消 費 収 支 の 概 況 ◎ ◎ ◎
貸 借 対 照 表 の 概 況 ◎ ◎

給 与 関 係 専 任 教 職 員 給 与 比 較 ○ ○
（注１）�すべての帳票において、出力できる情報は出力条件（系統、地域等）ごとの集計値及び、自校のデータのみ

です。他校の個別データ出力はできません。
（注２）�帳票内容の単位欄の「◎」印は、現在、提供しています。
　　���「○」印は、大学・短期大学（高等専門学校を含む）法人のみの提供となっています。

私学データ作成システム出力項目一覧
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平
成
二
十
年
度
か
ら
始
ま
る
特
定
健
診
等
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
の
現
状
把
握
等
を
目
的
と
し

て
行
っ
た
「
特
定
健
診
等
実
施
の
た
め
の
実
態
調
査
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
業
務
多
忙
な
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
特
定
健
診
等
の
実
施
に
向
け
、
こ
の
た
び
の
調
査
結
果
を
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

実
施
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
順
次
「
月
報
私
学
」・「
レ
タ
ー
」
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
定
健
診
等
実
施
の
た
め
の
実
態
調
査
の
結
果
報
告

加
入
者
及
び
被
扶
養
者
に
か
か
る
健
康
診
査
の
実
施
状
況
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

アンケート調査結果
対象校数 13,386校 回答校数 8,879校 回答率 ６6.3％
� （紙面の都合上一部報告）

●教職員に対する健診の実施状況
教職員のための定期
健康診断実施校 93.0％ 私学共済制度加入者

全体での受診率 86.0％

定期健康
診 断 の
実施方法

外部委託 83.3％ 健診結果
データの
管理状況
等　　　

電子化
保管　 4.1％

法人内部 7.5％ 紙保管 89.0％

●配偶者等に対する健診の実施状況
実施あり 2.1％

●特定健診・特定保健指導の実施方法に対する要望等

　受診する側の利便性に配慮したものにしてほしいという意見が多数
見受けられました。
特定健診

「現在利用している健診機関をそのまま継続できるようにしてほしい」
（73.6％）、「1か所の健診機関で全職員が受けられるようにしてほしい」
（22.4％）ほか
特定保健指導

「現在利用している健診機関をそのまま継続できるようにしてほしい」
（51.2％）、「電話やメールの活用により出向かなくても保健指導が受け
られるようにしてほしい」（22.5％）、「複数の健診機関から選択するこ
とができるようにしてほしい」（20.8％）ほか

■　特定健康診査
加入者
実�施方法　学校法人等が学校保健法（労働安全衛生法）に基
づいて実施する定期健康診断結果の中から、対象者の特定健
康診査に関わるデータを提出していただくことにより実施に代
えさせていただきます。

費�用　高齢者の医療の確保に関する法律第21条では、学校法
人等の行う定期健康診断は特定健康診査よりも実施を優先す
ることとしていますので、費用は学校法人等の負担となります。

デ�ータの提出形態　アンケート調査の結果によりますと、学校法
人等における定期健康診断結果の記録管理は８割以上が紙で
行っていますが、特定健診等を円滑に低コストで実施するため
には、定期健康診断結果を効率的に提供していただくことが
重要となります。
　�　紙による提供についての対応も準備していますが、できるだ
け電子データによる提供が望ましいと考えております。現在、
学校法人等においてデータファイルを作成する際の入力形式・
提出方法について、統一的な条件を検討しています。
　�　定期健康診断の実施を健診機関に委託する際は、特定健
康診査に関わるデータについて、国の標準的なデータファイル
仕様にて作成できる健診機関を選定していただくようご配慮い
ただき、できるだけ電子データにより提出してくださるようご協
力をお願いします。

被扶養者
実�施方法　本事業団が委託する健診機関において、加入者証を
提示の上「特定健康診査受診券」（本事業団から学校を経由
し対象者に配付予定）を提出し受けていただく予定です。

費�用　原則として本事業団が負担する方向で検討中です。
デ�ータの提出形態　健診結果は、健診機関から直接本事業団
に提出していただく予定です。

■　特定保健指導
加入者・被扶養者
実�施方法　本事業団が委託する保健指導機関において加入者
証を提示の上「特定保健指導利用券」（本事業団から保健指
導対象者に配付予定）を提出し受けていただく予定です。

費�用　対象者の方には費用の一部をご負担いただく予定です。

■　その他
　�　人間ドックと特定健診は事業目的が一部共通していること、
また、財政上の考慮も必要であること等から、人間ドック事業
の見直しを検討しています。

　�　今後特定健診等に要する費用等を推計した上で、特定健診
等にかかる加入者及び被扶養者の負担に配慮し、その上で人
間ドック事業の見直しを行う予定です。

対象者　�短期給付を受ける加入者・被扶養者のうち
40 ～ 75歳未満の方特定健診等の実施に向けて
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貸
付
け
の
償
還
金
の
払
い
込
み
は

　
　
　

借
受
人
で
は
な
く
学
校
法
人
等
か
ら

―
償
還
金
の
払
込
取
扱
票
を
加
入
者
本
人
に
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

貸
付
け
の
償
還
金
の
払
い
込
み
は
、
定
期
償

還
に
限
ら
ず
、
任
意
償
還
や
即
時
償
還
の
場
合

で
も
、
学
校
法
人
等
が
借
受
人
に
代
わ
っ
て
払

い
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
事
業
団
か
ら
送
付
し
て
い
る

貸
付
償
還
金
の
払
込
取
扱
票
は
、
毎
月
の
給
与

控
除
に
よ
る
定
期
償
還
の
払
込
取
扱
票
だ
け
で

な
く
、
任
意
償
還
や
退
職
後
の
即
時
償
還
の
払

込
取
扱
票
で
あ
っ
て
も
、
払
込
金
額
と
と
も
に

借
受
人
の
所
属
学
校
名
を
払
込
人
と
し
て
印
字

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
本
事
業
団
の
所
定
の
払
込
取

扱
票
に
印
字
し
て
あ
る
払
込
人
名
等
を
訂
正
や

追
加
す
る
こ
と
で
借
受
人
本
人
が
直
接
払
い
込

む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
本
人
確
認
法

施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
の
一
月
四
日
以

降
、
金
融
機
関
や
郵
便
局
の
窓
口
で
本
事
業
団

の
所
定
の
払
込
取
扱
票
で
振
り
込
み
を
す
る
場

合
も
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
併
せ
、
払
込
人
名
等
の

訂
正
や
追
記
が
、
金
融
機
関
や
郵
便
局
の
窓
口

で
断
ら
れ
た
り
、
振
込
手
数
料
な
ど
の
費
用
を

請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
け
の
償
還
金
に
関
す
る

�

学
校
か
ら
よ
く
あ
る
ご
相
談
例

Ｑ　
私
ど
も
の
学
校
で
貸
付
け
を
利
用

し
て
い
る
加
入
者
が
一
人
し
か
い
な

い
の
で
、
送
付
さ
れ
た
定
期
償
還
の
払

込
取
扱
票
は
加
入
者
に
渡
し
て
直
接
振

り
込
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

貸
付
け
の
定
期
償
還
は
、
借
受
人
の
所

属
す
る
学
校
法
人
等
が
借
受
人
の
給
与

や
賞
与
か
ら
償
還
金
を
控
除
し
、
借
受
人
に

代
わ
っ
て
本
事
業
団
に
払
い
込
む
こ
と
が
貸

付
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
期
償
還

の
払
い
込
み
が
滞
っ
た
場
合
、
そ
の
学
校
法

人
等
に
所
属
す
る
他
の
加
入
者
か
ら
の
貸
付

け
の
申
し
込
み
が
制
限
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
借
受
人
が
一
人
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
定
期
償
還
金
は
必
ず
学
校
法

人
等
が
給
与
等
か
ら
控
除
し
て
本
事
業
団
に

払
い
込
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
定
期
償
還
に
限
り
、
学
校
法
人
等

の
口
座
か
ら
自
動
的
に
口
座
振
替
す
る
（
毎

月
二
十
八
日
）
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
任
意
償
還
を
申
し
出
た
借
受
人
が

い
た
の
で
、
私
学
事
業
団
か
ら
送
付

さ
れ
た
払
込
取
扱
票
を
本
人
に
渡
し
直
接

私
学
事
業
団
に
振
り
込
む
よ
う
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
銀
行
の
窓
口
で
拒
否
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

前
記
の
説
明
の
と
お
り
、
金
融
機
関
窓

口
で
の
本
人
確
認
が
厳
し
く
な
っ
た
た

め
、
払
込
取
扱
票
に
記
さ
れ
た
払
込
人
で
な

い
方
（
借
受
人
や
借
受
人
の
家
族
）
が
本
事

業
団
か
ら
送
付
し
て
い
る
学
校
名
を
記
し
た

払
込
取
扱
票
で
振
り
込
も
う
と
し
た
場
合
、

振
り
込
み
を
す
る
個
人
の
本
人
確
認
書
類
と

と
も
に
、
学
校
法
人
等
の
登
記
簿
な
ど
の
法

人
の
確
認
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
書
類
を
用
意
し
て
も
、
学
校
法
人

等
の
事
務
担
当
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
な

け
れ
ば
、
振
り
込
み
手
続
き
を
拒
否
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
償
還
金
は
、
貸
付

規
則
ど
お
り
に
、
通
知
し
た
償
還
額
を
借
受

人
か
ら
預
か
り
、
学
校
法
人
等
が
払
い
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
二
十
二
日
送
金
で
一
般
貸
付
を
申

し
込
ん
だ
の
で
す
が
、
貸
付
決
定
通

知
書
に
該
当
す
る
借
受
人
の
払
込
用
紙
が

単
独
で
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
給
与
控

除
も
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
借
受
人

に
払
込
用
紙
を
渡
し
、
本
人
か
ら
直
接
払

い
込
ま
せ
て
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

二
十
二
日
送
金
を
希
望
し
た
借
受
人
の

貸
付
け
は
、
同
月
の
二
日
送
金
と
同
じ

扱
い
で
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

根
拠
条
文

　

私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
貸
付
規
則

第
25
条
第
３
項
定
期
償
還
の
方
法

第
27
条

任
意
償
還
の
方
法

第
28
条
第
３
項
即
時
償
還
の
方
法
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か
し
、
通
常
の
定
期
償
還
の
通
知
を
作
成
す

る
時
点
で
は
、
ま
だ
二
十
二
日
送
金
の
貸
付

け
を
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
初
回
の
償
還

（
償
還
期
別
第
一
回
）
分
の
み
、
貸
付
決
定

通
知
書
に
同
封
し
て
、
払
込
用
紙
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
定
期
償
還
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
の
借

受
人
と
同
様
に
、
定
期
償
還
額
を
借
受
人
か

ら
提
出
し
て
も
ら
い
、
学
校
法
人
等
が
払
い

込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
定
期
償
還
の
口
座
振
替
を
申
し
出

て
い
る
学
校
法
人
等
で
あ
っ
て
も
、
二
十
二

日
送
金
の
初
回
の
償
還
は
、
金
融
機
関
へ
の

口
座
振
替
依
頼
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
払

込
取
扱
票
に
よ
る
払
い
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
二
十
二
日
送
金
の
初
回
の
償
還
の

払
込
取
扱
票
は
、
各
借
受
人
別
の
貸
付
種
別

ご
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
二
つ
以
上
の
二
十

二
日
送
金
の
貸
付
け
を
申
し
込
ん
だ
場
合
、

複
数
枚
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

こ
の
二
十
二
日
送
金
の
定
期
償
還
の
取
り

扱
い
（
払
込
取
扱
票
）
は
、
あ
く
ま
で
初
回

（
償
還
期
別
第
一
回
）
に
限
っ
た
も
の
で
あ

り
、
償
還
期
別
第
二
回
以
降
の
定
期
償
還
は

他
の
借
受
人
と
同
様
に
一
括
し
た
払
込
取
扱

票
、
又
は
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　
育
児
休
業
で
償
還
期
限
の
延
長
を

し
て
い
た
借
受
人
に
つ
い
て
、
償
還

期
限
延
長
の
終
了
通
知
と
一
緒
に
、
払
込

用
紙
が
複
数
枚
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
育

児
休
業
中
は
無
給
で
あ
っ
た
た
め
、
給
与

控
除
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
払
込
用
紙
を
借

受
人
に
渡
し
、
直
接
払
い
込
ま
せ
て
も
よ

い
で
す
か
？

Ａ　
育
児
休
業
中
の
定
期
償
還
の
期
限
の

延
長
を
申
し
込
ん
だ
借
受
人
に
つ
い
て

は
、
定
期
償
還
期
限
の
延
長
終
了
時
に
、
延

長
し
て
い
た
償
還
期
別
の
払
込
取
扱
票
を
、

償
還
期
限
の
延
長
終
了
の
通
知
に
同
封
し
て

学
校
法
人
等
に
送
付
し
ま
す
。
償
還
期
別
ご

と
に
利
息
計
算
を
し
ま
す
の
で
、
払
込
取
扱

票
も
延
長
し
た
期
別
の
数
だ
け
、
複
数
枚
の

払
込
票
に
な
り
ま
す
。

　
　

延
長
し
て
も
定
期
償
還
の
一
部
な
の
で
、

学
校
法
人
等
が
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
償
還
期
限
（
延
長
後
の
期
限
）
ま

で
に
払
い
込
め
ば
よ
い
の
で
、
一
括
し
て
払

い
込
ん
で
も
、
払
込
取
扱
票
ご
と
に
分
割
し

て
払
い
込
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　

な
お
、
償
還
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
借
受

人
の
給
与
か
ら
控
除
す
る
か
、
借
受
人
か
ら

直
接
償
還
額
を
提
出
さ
せ
る
か
は
、
学
校
法

人
等
と
借
受
人
で
決
め
て
く
だ
さ
い
。

災害見舞金
　加入者（任意継続加入者を含みます。）が、水震火災
その他の非常災害によって、住居又は家財の1／5以上
の損害を受けたときに、お見舞金として支給されます。

■災害見舞金
　�　住居又は家財が１／３以上焼失又は滅失したとき、
損害の程度に応じ標準給与の月額0.5 ～３か月分
■災害見舞金付加金
　①�災害見舞金が支給されるときは、災害見舞金の額の
６0／100に相当する金額

　②�住居又は家財が１／５以上１／３未満焼失又は滅失
したとき、標準給与の月額の0.5か月分

■請求に必要な書類
　・災害見舞金請求書
　・�市区町村長、消防署長又は警察署長の証明書（請

求書の中に証明欄があります。）
　・災害状況明細書

災害貸付
　加入者（任意継続加入者を除きます。）が水震火災そ
の他の非常災害を受けたために、資金を必要とするとき
に貸付けします。

■申し込み資格
　　加入者期間が引き続き１年以上の人
■貸付額
　�　標準給与の月額の６か月分相当額の範囲内（限度額
２00万円）
■貸付利率
　�　年２.00％（19年10月現在の特例利率です。）
■申し込み手続き
　�　貸付申込書及び借用証書に公共機関が発行する災
害証明書を添付して学校法人等を経て申し込んでくだ
さい。
■申し込み受付期間
　　災害発生以後６か月以内です。

災害にあってしまったとき 被災された加入者等の方々への詳しい取り扱いについて
は、本事業団へお問い合わせください。
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１　

医
療
費
通
知
の
目
的

　

病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
に
加
入
者
証
を

使
っ
て
保
険
診
療
を
受
け
ま
す
と
、
窓
口
で
医

療
費
の
一
部
を
受
診
者
が
支
払
い
、
残
り
の
医

療
費
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
を
経
て

本
事
業
団
が
支
払
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
医
療
費
の
総
額
に
つ
い
て
は
、
わ

か
り
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、「
健
康
で
あ
る
こ
と
の
大

切
さ
」
を
再
認
識
し
、「
医
療
費
の
適
正
化
」

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
、
医
療
機
関

か
ら
の
五
月
分
の
請
求
に
つ
い
て
、
医
療
費
の

総
額
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
に
は
受
診
者
名
、
受
診
年
月
、
診
療
科

目
、
診
療
日
数
、
医
療
費
総
額
、
自
己
負
担
額

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
病
院
名
や
疾
病
名
な
ど

診
療
内
容
に
つ
い
て
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
四
月
以
前
の
診
療
分
が
通
知
さ
れ

た
り
、
五
月
の
診
療
で
あ
っ
て
も
通
知
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
自
費
診

療
な
ど
の
医
療
費
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
窓
口
負
担
額
と
通
知
す
る
自
己
負
担
額
が

一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２　

医
療
費
通
知
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

医
療
費
通
知
は
、
加
入
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
「
親
展
」
扱
い
と
し

て
、
十
月
下
旬
に
、
学
校
法
人
等
代
表
者
あ
て

（
任
意
継
続
加
入
者
は
自
宅
あ
て
）
に
送
付
し

ま
す
。
通
知
の
趣
旨
を
説
明
の
う
え
加
入
者
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
通
知
の
送
付

五
月
診
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
十
月
下
旬
に

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
ま
す
。　

【
医
療
・
傷
害
補
償
コ
ー
ス
】

　

一
般
疾
病
・
障
害
・
交
通
事
故
及
び
が
ん
な

ど
に
よ
り
入
院
し
た
と
き
、
一
日
目
か
ら
給
付

金
が
支
払
わ
れ
る
医
療
入
院
コ
ー
ス
と
、
傷
害

事
故
に
よ
る
入
院
・
通
院
等
に
対
し
て
給
付
金

が
支
払
わ
れ
る
傷
害
補
償
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
入
院
コ
ー
ス
は
、
が
ん
入
院
の
場
合
は

給
付
が
倍
額
と
な
る
ほ
か
、
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ

り
手
術
給
付
や
生
活
習
慣
病
、
女
性
特
定
疾
病

入
院
給
付
な
ど
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
介
護
保
障
コ
ー
ス
】

　

保
障
期
間
は
終
身
で
年
齢
や
事
由
に
関
係
な

く
要
介
護
状
態
（
公
的
介
護
保
険
の
要
介
護
二

程
度
以
上
）
が
九
十
日
を
超
え
て
継
続
し
た
場

合
、
初
日
（
要
介
護
状
態
と
診
断
さ
れ
た
日
）

に
さ
か
の
ぼ
り
、
給
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
つ
な
ぎ
年
金
コ
ー
ス
】

　

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
達
す
る
ま
で
の
年

金
減
額
部
分
を
補
う
制
度
で
、
掛
金
の
税
制
上

の
取
り
扱
い
に
よ
り
、「
一
般
型
」
と
「
個
年
型
」

が
あ
り
ま
す
。

「
一
般
型
」

・
満
六
十
歳
ま
で
に
二
年
以
上
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
加
入
者

・
一
般
の
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象

「
個
年
型
」

・
満
六
十
歳
ま
で
に
十
年
以
上
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
加
入
者

・
個
人
年
金
保
険
料
控
除
の
対
象

　

今
回
の
募
集
は
「
新
規
加
入
」
と
既
加
入
者

の
「
口
数
変
更
（
増
口
・
減
口
）」
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
等
】

　

募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
十
月
中
旬
に
学
校
法

人
等
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

各
コ
ー
ス
の
加
入
申
し
込
み
は
、
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
裏
面
の
資
料
請
求
書(

Ｆ
Ａ
Ｘ
用)

等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
コ
ー
ス
ご
と
に
請
求
の

期
日
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

（
財
）
教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
こ
の
「
ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン
」
各
コ
ー

ス
の
概
要
、
制
度
内
容
の
Ｑ
＆
Ａ
、
事
務
取

扱
要
領
が
常
時
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
資
料
請
求
が
で
き
ま
す
。�������

　

http://w
w
w
.kyosyokuinzaidan.jp

（
財
）
教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
が
行
う

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン
の
募
集
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積立共済年金・共済定期保険　後期募集（平成２０年4月1日加入）
募集期間　11月1日（木）～11月3０日（金）私学事業団必着

積立共済年金（つみきょう）

　加入者が在職中に掛金を積み立て、その積立金と配

当金を原資として、退職（脱退）後に年金などを受け取

ることができる公的年金の補完的な制度です。

　この制度には次の２コースがあります。

税制適格コース　（個人年金保険料控除の対象）

満６5歳までに10年以上掛金を積み立て

　→　退職（脱退）後、年金及び一時金を選択

自由選択コース　（一般生命保険料控除の対象）

満６5歳までに２年以上掛金を積み立て

　→�　退職（脱退）後、年金・医療保険・終身保険

及び一時金を選択

申し込み方法
　　積立共済年金・共済定期保険の「新規加入」と「コース加入・口数変更（増口・減口）」の申し込みを受け付けます。

　�申し込みにあたっては、パンフレット及び共済事務担当者保管の「共済定期保険事業関係約款」に記載されている

加入者資格（告知内容）、支給条件等を確認のうえ、お手続きください。

　送付先　〒１１３－８５７７　東京都文京区湯島１－７－５　私学事業団　福祉部保健課貯金係

※�より詳しくお知りになりたい教職員の方々を対象に、学校法人等に訪問して説明会を開催いたします。ご希望の場合

は貯金係までお申し出ください。

　加入者の多様な保障ニーズに応えて、遺族年金や短
期給付などの公的保障制度を補完する制度です。
　コースの体系は右のとおりです。

配当金　�１年毎に収支計算し、剰余金が生じた場合は
配当金を還元します。

� （平成18年度配当率）　
� 家族年金コース・学校加入コース� 42.17％
� 医療保障コース� 45.96％
　　　　　　　　　　　　　
※�　退職後も継続して加入することができる「退職後継
続制度」を引受保険会社で用意していますが、平成
20年4月1日加入（今回募集）から、この制度に加入で
きる資格年齢が「45歳以上」から「18歳以上」に拡大
されます。

今回の募集については、個人別に案内書を作成した

個別封筒を配付することとしましたので、ご協力をお

願いいたします。

共済定期保険（お問い合わせ　共済定期保険専用フリーダイヤル　 ０１２０－７１６－２６７）

家族年金コース
（主契約です）

加入者が死亡又は高度障害になっ
た場合、一時金または年金を給付
します。
独身の方もご加入いただけます。
　（配当金を還元）

医療保障コース 病気やケガで５日以上入院し
たとき　　
（配当金を還元）

医療費支援コース
平成19年４月新設

日帰りからの入院も保障　そ
の他手術、女性疾病にも対応

３大疾病保障コース がん、急性心筋梗塞、脳卒中
になったとき

長期休業補償コース 病気やケガで長期の休職とな
ったとき

学校加入コース 学校法人等が保険料を負担し、加
入者へ弔慰金等を支給するなど福
利厚生制度を充実させることを目的
としています。　
（配当金を還元）
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☎03（3813）5321（代表）
http://www.shigakukyosai.jp/

10月の共済業務スケジュール
１日（月） 掛金 　8月分納期限

２日（火） 貸付 　送金

５日（金） 貸付 　9月分定期償還期限

10日（水） 貯金 　払込期限（必着）

15日（月） 貸付 　申込・任意償還申出締切

22日（月）
貸付 　送金
貯金 　送金

25日（木）
貯金 　後期加入申込・払戻・解約請求締切
積立共済年金 　脱退申出等締切

29日（月）
掛金 　9月掛金口座振替(自振校のみ)
貸付 　10月定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（水）
掛金 　9月分納期限
貸付 　翌月22日送金申込締切

11月の共済業務スケジュール

１日（木）
積立共済年金 　後期加入申込開始
共済定期保険 　後期加入申込開始

２日（金） 貸付 　送金

9日（金） 貯金 　払込期限(必着)

15日（木） 貸付 　申込・任意償還申出締切

私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）

共済事業本部の代表電話へのかけ間違いが大変多く
なっております。
電話番号は、お間違えのないようお願いします。

被扶養者再審査の結果通知の送付

　被扶養者再審査の対象であった佐賀・長崎・熊本・大
分・宮崎・鹿児島・沖縄の各県については、再審査の結
果の通知を10月11日㈭に学校法人等あてに発送します。

海外研修旅行（冬期コース）募集の締め切り

　冬期２コース（フランス周遊教養の旅、イベリア半島
周遊教養の旅）の参加申し込み受け付けは、10月1２日㈮
必着となっています。

積立貯金　後期申し込み締め切り　　　　　残高通知書等の送付

①�積立貯金の後期加入申し込みは10月２5日㈭までとなり
ます。
②�「積立貯金決算明細書」及び貯金者にかかる「積立貯
金残高通知書」は、10月上旬に学校法人等あてに送付
します。

年末調整用証明書の送付

①積立共済年金加入者
　�10月初旬から、生命保険料控除のための証明書（個人
年金用・一般生命保険用）を加入者本人あてに送付し
ます。
②共済定期保険加入者
　�10月中旬に、生命保険料控除のための証明書を加入者
本人あてに送付します。

加入者向広報「レター」11月号　　　　
私学共済ブック2007〔給付編〕の送付

　加入者向広報「レター」11 月号、私学共済ブック
2007〔給付編〕、積立共済年金の募集パンフレット等を
10 月下旬に学校法人等あてに送付します。

ゆうちょ銀行の発足に伴う給付金等の受取方法
及び掛金等の納付方法の変更のお願い

　郵政民営化により平成 19 年 10 月 1 日に「ゆうちょ銀
行」が発足し、振替サービス料金の改定が行われました。
このことにより、共済事業にかかる取扱手数料等の大幅
な負担増が見込まれますので、当該手数料等の経費削減
を図るため、次のとおりご協力をお願いします。
　払出証書で給付金等を受け取られている学校法人等
は、「短期給付金・貸付金・積立貯金受取金融機関口座
等申出書」により、金融機関の預金口座への送金に、ま
た、掛金等・貸付償還金を払込通知票により納付してい
る学校法人等は、「預金口座振替依頼書・自動払込利用
申込書」により、金融機関の預金口座からの自動引き落
としに変更くださるようお願いします。

海外保養施設の営業終了を検討しています

　海外保養施設（ハワイ）については、利用者の減少、
収支の悪化を理由に平成19年度末での営業終了を現在検
討しております。検討結果及び営業終了までの詳細につ
きましては、追ってお知らせいたします。
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平成20年度学術研究振興資金
にかかる研究計画の締め切り

　平成 19 年 9 月 7 日付けで、各学校法人あてに送付し
ました「平成 20 年度学術研究振興資金にかかる研究計
画」の締め切りが近づいています。
　応募される学校法人は、期限までに「学術研究計画調
書」を私学事業団寄付金課あてにご提出ください。
　なお、応募できる研究は、1学校につき 1件となって
おり、理事長及び学（校）長の「推薦書」が必要です。
　「学術研究計画調書」、「推薦書」の様式等は、本事業
団ホームページの私学振興事業本部「学術振興基金・資
金」（http://www.shigaku.go.jp/s_sikin_yousiki.htm)
から、直接ダウンロードしてご使用ください。

締切日　平成 19年 10 月 26 日（金）

　助成部　寄付金課　　
　☎ 03（3230）7889 ～ 7892　
　Eメール　kifukin@shigaku.go.jp

「今日の私学財政」等刊行物のご案内

　「今日の私学財政」等刊行物は、ＮＰＯ法人学校経理
研究会を通じて購入することができます。
　ご購入を希望される方は、ＮＰＯ法人学校経理研究会
（☎ ０３-３２３9-79０３）にお問い合わせください。
【現在販売中の主な刊行物】（　）内は発行月
　　○私学経営情報第 23号（19 年 2月）
　　　「私立高等学校の経営改革を進めるために
　　　　　　　　　　　－いまを知り�明日に備える」
　　○平成 18年度版　今日の私学財政
　　　「大学・短期大学編」（18年 12 月）
　　　「高等学校・中学校・小学校編」（18年 12 月）
　　　「幼稚園・特殊教育諸学校編」（19年 8月）
　　　「専修学校・各種学校編」（19年 8月）
　販売中の刊行物の内容は、本事業団ホームページの私
学振興事業本部「刊行物案内」（http://www.shigaku.go.jp/
s_kanko.htm）をご覧ください。

「私学情報センター」をご利用ください

　私学事業団では私立学校の教育条件及び経営に関する
各種の図書資料を収集整理した「私学情報センター」を
設け、私学関係者の閲覧利用に供しています。　
　規程については調べたい項目でデータベース検索する
ことも可能です。制度等の見直しや規程改正をお考えの
際、ぜひご利用ください。
　当センターでは以下の図書資料が閲覧できます。
　全国の学校法人規程集（大学法人及び短期大学法人）、
自己点検・評価報告書、シラバス、学校案内、学報、学
校法人の記念誌、学校経営に関する事務提要、法令集、
判例集など

場　　所：九段事務所 1階
開館時間：月曜日から金曜日
　　　　　（年末年始及び祝祭日を除く）
　　　　　午前 10 時から午後 4時まで

	 私学経営相談センター
	 ☎ 03（3230）8474・4901
	 Eメール　center@shigaku.go.jp

私立大学等経常費補助金については
電子窓口をご利用ください

　本年度から、私立大学等経常費補助金の調査及び事務
連絡等につきましては、「電子窓口」を利用した掲載及
び提出をお願いしています（一部、紙媒体での提出の場
合があります）。ご面倒でも定期的に「電子窓口」をご
覧いただき、ご確認くださるようお願いします。

　助成部　補助金課　　
　☎ 03（3230）7881 ～ 7888　
　Eメール　hojokin@shigaku.go.jp

会計処理等のご質問・ご相談を承っています

　私学経営相談センターでは、会計処理をはじめとして、
人事・学務等、私学経営全般にわたるご質問、ご相談に
ついて、電話やFAX、Eメール等で随時承っています。
ぜひご利用ください。

私学経営相談センター
☎ 03（3230）8474・4901
Eメール　center@shigaku.go.jp
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広島 　 冬の特 選 会席宿 泊プラン

平成19年度融資申込受付中です！
◆融資金利表�（平成 19年 10月 1日現在）

融資費目
返　済　期　間

20年以内
（うち据置2年）

10年以内
（据置年数含む）

6年以内
（据置年数含む）

校（園）舎、体育館、講堂、
遊戯室等の建築事業等並び
に校（園）地の買収事業等

（一般施設費）

� 年％

2.1
� 年％

1.7�
� 年％

1.5�
寄宿舎、国際交流会館、セ
ミナーハウス等の建築事業
並びに当該施設建築のため
の土地買収事業等

（特別施設費）

2.2� 1.8� －

校教具、通園バス等
　※�幼稚園、特別支援学校、

専修学校が対象
（教育環境整備費）

－ －
５年６か月以内
（うち据置6か月）
1.4�

大型設備・情報技術整備等
（教育環境整備費） － 1.7� －

※�融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※�上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象とな
ります。

固定金利
長期借入
元金据置
元金均等返済で
さらに、
老朽校舎の建替えには利子助成制度があります。
事業団の融資を受けた時点から10年間、支払利息を
バックアップ！

お早めにご相談ください 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資班　☎03(3230)7862 ～ 64
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

「安定感ある返済計画」
� が実現！⇨

■かき舟へはガーデンパレスよりタクシーで約15分。
　タクシーでお送りいたします。
■�牡蛎づくし会席のほか、牡蛎と旬の魚をおりまぜた「お
まかせ会席」、牡蛎が少し苦手という方には、魚を中心
とした「瀬戸内会席」などもご用意いたしております。

　詳しくは、宿泊予約係にお問い合わせください。
■期間：平成19年12月1日から平成20年3月31日まで。
　　　　�なお、12月28日から1月3日まではご利用いただ

けません。

広島の冬の味覚といえば、やっぱり牡蛎
元安川に浮かぶかき舟の上でご賞味を!

1 名様 15,000 円
1 泊朝夕食付（２名 1室 1名様）

※ご利用人数によって料金は異なりますので、ご相談ください。

※写真はイメージです かき舟 広島ガーデンパレス

〒732-0052　広島県広島市東区光町1-15　☎082（262）1122
http://www.hotelgp-hiroshima.com

利子助成率は、
大学院・大学・短期大学・高等専門学校　　⇒事業団の融資金利　－1.0％
 
高等学校・中等教育学校・中学校・　
小学校・特別支援学校　　　　　　　　　　

⇒事業団の融資金利
　
－1.5％

つまり、
実質金利負担は、大学等では1.0％、高等学校等では1.5％です。
※　上記利子助成率は融資金利が2.6％までの場合です。 

宿泊施設のご案内
http://www.shigakukyosai.jp/
インターネットで宿泊予約ができます。

融資事業のご案内


